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糸目糸哉検言寸委員会（二一つし、て

松尾初（委員長）

3年ほど前の1998年から愛知県自然観察指

導員連絡協議会の組織について検討してきま

した。協議会も発足20年を迎え、設立当初か

らの観察会の普及という目的は一応達成出来

たと考えます。しかし、協議会のあり方につ

いていろいろな問題が提起されてきたことも

事実です。21世紀という節目に当り、組織

のあり方を考え、今日的課題に対応できる体

制を考えていこうと、集まれる人間で協議し

てきました。しかし、委員長の都合で報告が

大変遅くなってしまいましたことを申し訳な

く思っています。やっと報告することが出来

るようになりました。

なお、ここで述べます内容は、後日皆様の

ご意見をお聞きするため、多くの方に来てい

ただいて、拡大組織検討委員会を開催するた

めの資料にもなりますので、熟読の上ご意見

をいただきたいと思います。また、多くの皆

様の参加を希望します。拡大組織検討委員会

の後、意見を集約し、臨時の総会を開き、組

織の変更等を協議し決定したいと考えており

ますので、皆様のご協力をお願い申し上げま

す。

《組織検討委員会の検討結果》

今回の組織検討委員会で話し合われたこと

を大きくは2つに集約できました。

①現在の協議会の意見を集約させ、責任の

所在を明確にした会をつくる。

②現在の協議会は支部を中心に運営されて

おり、拘束の緩い支部の連合体とする。

この2体制のほかにいろいろな考え方があ

ると思いますが、今回の検討委員会では①に

ついて検討することとし、次のページのよう

な協議会の体制(案)を作成しました。

－1－

この結果について、①案、②案、その他の

案を含め、皆様のご意見をいただきたいと思

いますので、今後開催する拡大組織検討委員

会にご参加くださいますようお願い申し上げ

ます。なお、出席できない方は、郵便、FA

X及びメールでご意見をお聞かせください。

協議会に対する不満や、そもそも自分が指導

員としてやりたかったことなどの話でもかま

いません。

今後の予定としては、規約の改正等の検討

を含め、10月末までに以下の3回の検討会を

実施したいと考えております。

〔開催時期〕

。8月25日（土）。9月22日（土）

。10月27日（土）

（開催場所は、別途ご連絡します。）

〔連絡先〕

･松尾初

テ486-0904春日井市宮町3－6－2

TEL&FAXO568-32-5069

E-Milgikmatuo@aqua.ocn・ne.jp



<組織検討委員会で検討した事務局体制〉

<組織図〉

<事務局の事務分担〉

管理担

企・調査担

自然観察会担当

普及担当 －－［

自然環境保全担当 －［

広報担当 －［

研修担当 一［

機関誌担当 －［

沮当、普及担当、

玄報担当、研修托

庶務及び会計に関すること。総会・理事会等会議の運営

会員の加入脱退、名簿等に関すること

支部との調整に関すること。他の機関等との事務的な調整

協議会事業の企画及び調整に関すること

観察指導・自然保護等の研究に関すること

自然環境の調査

自然観察会の企画・調整、自然観察会のとりまとめ

自然観察会の指導方法の検討に関すること

観察会への指導員の派遣に関すること

各種普及資料の作成に関すること

受託による冊子の原稿作成

自然環境保全に関する資料収集及び研究

自然環境保全に関する活動

協議会行事の広報に関すること

協議会と他機関との調整に関するこ

会員の研修・交流に関すること

会員に関する調整等

機関誌（年報を含む）の編集・発行に関するこ

協議会の記録に関すること

＊なお、各事務のまとめは理事が分担して行う。
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今年の2月10～12日の3日間、新潟市の厚

生年金スポーツセンターで第6回自然観察指

導員全国大会が開かれました。その初めの2

日だけ参加しましたので、遅まきながらその

状況を報告します。

令令今令令令

前回（1999年1月）の第5回全国大会は、

東京で日本自然保護協会の企画で行われ、

「自然観察指導員の目指すもの」などがテー

マでしたが、今回は新潟県の連絡会が中心と

なって、「聞かせて、あなたの現場の活動」

というテーマで開かれました。地元連絡会が

約別名のスタッフで企画運営したというだけ

に、大会の内容も、関連観察会の内容もかな

り充実したものでした。

各県の参加者は、名簿によると154名で、

そのうち地元新潟県から89名、県外は65名

で、その他にNACS-Jや講師が20名出席

していました。青森県から四国まで参加があ

りましたが、全国大会というには来ていない

県もかなりあったのは一面淋しい気がしまし

た。大会の状況は、その次第にもよく現れて

いるので、次ページに日程表をつけました。

最初は、記念講演『農村環境を考える』

で、里山や水田の生物は、その場所の地史が

反映されていることが多く、第三紀、第四紀

初期の湿地や落葉紅葉樹林の生物が残されて

おり、また適度に撹乱される農業地帯は生物

の多様性を保つものであることについての話

や、地元民や都市生活者による農業体験活動

の内容や効果の話などがありま

した。

その後、金田平氏との対談

で、「土地改良でも自然に配

慮した形で行われる傾向が出

-3－

ていること、その場合、その時々に地域の生

物相や環境とのかねあいを感じておくことが

大切。」「機械化で水田を乾燥させる傾向が

あるが、所々に水を張った部分を残すことも

必要である。（コスモス畑よりよほど教育的

効果がある）］「農業体験には地元のお年寄

りを入れることが効果的である。技術的にも

必要であり、都市と農村の交流にもなる。」

「学校田では田植え、稲刈りだけでなく、除

草なども加えて生物観察の場とすることも必

要である。」「水田から自然だけでなく、文

化も学ぶことが大切」どの話題がでました。

次は、『現場からの報告』として、水辺の

学校と八方尾根の状況が報告されました。水

辺の学校は、山梨県の常永川での「まちづく

り時習塾」による観察会活動と、建設省の河

川公園事業との関わりの経緯が夫婦漫才と称

される名執夫妻から説明されました。また、

八方尾根を対象に「人との関わり」や「地域

性」をテーマとしたガイドブック作成のため

の調査活動を通して見た自然の状況が、長野

県連絡会の小川さんから説明されました。

その後、地元「佐潟の自然」について、ス

ライドによる説明があり、終了後は、立食パ

ーティによる懇親会となり、部屋でも飲み物

を中に懇親会が続けられました。

翌日の朝は、さすが新潟らしく一面に雪が

積もっていました。早朝観察会は佐潟湖の観

察会でしたが、昨夜の飲み物がやや過ぎたせ

いか、つい寝過ごして省略してしまいまし

た。

朝9時から午後5時までは、『口頭発表

会』で、16の事例が、各15分の持ち時間で次

々と進められました。内容があまりに盛りだ

くさんで、ここではまとめきれませんが、発

表の中であった言葉を幾つか紹介します。



第6会自然観察指導員全国大会の日程

く2/10〉

14:00記念講演「農村環境を考える」－身近な自然（豊かな自然）を守る意味－

農水省農業環境技術研究所守山弘

16:30現場からの報告「自然観察が自然保護につながった」

①「常永川・水辺の学校は豊かな自然がってこそ」山梨県連絡会

②「自然観察指導員が感じる八方尾根」長野県連絡会

18:30「佐潟の自然」新潟県連絡会

物
19:㈹交流会

く2/11〉

7:㈹早朝観察会「佐潟のハクチョウを見る」

9:㈹口頭発表

1．私たちの「こどもクラブ飛ぶ教室」での活動（東京都連絡会鶴味良潔）

2．小学校自然観察支援ネットワーク活動（千葉県連絡会河添寿子）

3．学校ビオトープの現状と課題(NPO学校ビオトープネットワーク村上敏）

4．青森版・野遊びのすすめ（青森県連絡会小関孝一）

5．できること。きっとある

（野生共存デザインネットワーク・土緑舎永井道雄）

6．ネイチュア・フィーリングに取り組んで秋田県連絡会鎌田和子）

7．新米観察リーダーのほやほやかんさつ会日記

（294コンサーベーション＠ヨコスカ前北美弥子）

8．菅名岳自然観察会（新潟県連絡会梅田始）

9．東京探検観察会・東京の身近な自然を再発見（東京都連絡会加藤奈津江）

10．身近な自然の調査と観察会の普及（福島県連絡会横田清美）

11．ブラックバス問題シンポジウム（新潟県連絡会五味川秋男）

12．地域での人と自然の関わりを重視した自然保護活動

（みのお山自然の会本多孝）

13．清津川ダム問題に直面して（新潟県連絡会山谷裕子）

14．国立公園における保全活動と行政との係り方（小笠原連絡会山田捷夫）

15．乙女高原保全活動（乙女高原自然教育研究絡会植原彰）

16．自然観察から始まる自然保護・吉野川で考えたこといろいろ

（徳島県連絡会井口利枝子）

17:㈹中締めの会

①全国大会ここまでのまとめ②指導員活動アンケート結果報告

③日本自然保護協会中締め挨拶

19:00自由集会

①ブラックバス問題②脱解説型参加者に主体性や興味をひく

③自然保護のはじめの一歩を考える④自然保護と廃棄物最終処分場問題

⑤清津川ダム問題に直面して

－4－



。「子どもの原体験を大切にすることをねら

いとし、川を歩いて横断したり、暗闇を電

灯なしで歩いたりしている。終了後、葉書

を子どもに与えて、感想を書いてもらうよ

うにしており、返事も出している。大人も

楽しめないと子どもも楽しくならない。」

。「多様性が大切なのは、人間も同様。他人

と違うことがいじめにならないようにした

い。」

。「野遊びを通じて、人と人とのつながり、

大人と子どもという異なった年代の関わり

が大切である。自然観察は、地域教育であ

り、共に感じるようにしたい。子どもも大

切だが、親も一緒に参加させるのがよい。」

。「ネイチュア・フィーリングは、専門家に

ならなくても、主婦らしく、おじさんらし

くやれればよい。自然課体の大切さ。」

。「人が関わらなくなった里山を、景観保全

の面から、人と自然の新しい関わりを構築

する活動、ボランティアだけでなく、経済

的にもレクリエーションとしも成り立つこ

とを実線しようとしている。」

。「自然保護があって、自然観察会がある。

観察会だけでは意味が半減するのではない

か。自然保護と自然観察の分業体制でよい

のだろうか。保護活動する人のいない現場

もあるので、こうした大会が、ネットワー

クづくりの機能を果たせないかと思う。」

。「行政、議員、商工会議所の委員、観光協

会等の関連団体に観察指導員を送り込むこ

とができたらと思う。」

。「自然保護が特定の場所だけを限られた人

が守るという段階から抜けられない。自然

を守るということを自分たちの生活に引き

寄せ、身近なものとして考えていくには、

人と自然の関わり、地域の自然や文化のあ

り方の見直しから始めることが大切であ

る。自分たちが疑問に思うことを行政や一

般に伝えることも指導員として大切だと思

う。」

－5－

この他、一部屋で、ポスター発表として、

福島潟の自然（新潟県）、三重県の活動、南

アルブスのトイレ、観察会を楽しく、環境学

習、ホームページの取組など各地の活動がた

くさん紹介されていました。

この後、中締めの会、5つのテーマでの自

由集会と続き、翌12日はスペシャル観察会と

して4つのコースが用意されていましたが、

仕事があるため、残念ながらここで会場を後

にして、帰ることとしました。新潟まで来て

トンボ帰りでは残念であったが仕方ないこと

でした。

大会のテーマである「現場の活動を聞かせ

て」らしく、多くの事例が次々と紹介されて

幾分消化不良の気味もあったが、自然観察指

導員が20年余りの歴史を経て、観察会だけで

なく、地域の自然の守り手としても定着しつ

つあることを感じました。これは愛知県でも

同様で、定例観察会という形が、その場所の

自然環境の保全とも係わりを持つようになっ

ていて、行政や地元の人々との交流も増えて

きています。今回の大会で愛知県の発表がな

かったことは事務局の怠慢でしたが、協議会

がこうした活動の連絡調整の場として機能し

ていないのが原因ともなっているようです。

自然観察指導員といっても、いろいろなタ

イプがあり、それぞれが得意な分野で地域の

自然のために活動し、全体として地域の自然

や文化の分析、普及活動、保護活動がなされ

ることが望ましいでしょう。しかし、それら

を体系付け、調整していく組織も必要であっ

て、活動が個人、グループ単位から組織的に

展開されれば、大きな力となると思われま

す。なお、今回の大会の事例には、今後の活

動の方向を求めるものもあったが、多くは成

果を得た事例で、失敗談や苦労話が少なかっ

たのがやや物足りない点でした。自然保護

は、指導員制度の始まった頃に比べるとかな

り世論に受け入れられていますが、本当に多

くの人の心に定着するのはまだまだ先のこと

のように思えるからです。



[2000年自然観察指導員活動アンケート結果〕

2咽年5月にNACS-Jが指導員制度の

改正の案内送付に合わせて行ったアンケート

結果が大会資料にありましたので、その一部

をここに掲げてみます。

（有効回答数2,630件回答率28％）

☆協力している団体

･市町村

，都道府県

・教育委員会

，学校

・国（省庁）

・指導員連絡会

・公園

（複数回答

495

387

194

131

弱

49

42

454）

％９
５
７
５
２
２
２

１
１

☆年齢別（概数）

’1920年代生

･1930年代生

，1弧0年代生

・19釦年代生

。l知年代生

・1970年代生

・不明

･男女別構成

40人，男

BO・女

i70.不明

140人

銘0

670

5卯

340

110

1卯

lW0人

592

48

☆地域の活動について

・自然保護問題に取り組む

，環境計画等に取り組む

’その他

釦％

15

25

瀞 ☆抱えている課題

・自然保護問題について

・時間がなく活動できない

，仲間づくり・ネットづくり

・青少年を対象とした教育

，後継者不足・高齢化

・学校教育との連携

・実力・勉強不足

･行政との関係

・里山への関心

・リーダー・人材不足

・観察会の参加者集め

・地元の理解・認識のずれ

・活動資金の限界

・観察会での貴重種の扱い

・観察会の手法

・移入生物への関心

☆フィールド

・居住地・職場周辺

・都道府県内

｡それ以外に

。特に決めていない

468人

294

186

165

165

133

123

102

54

53

51

46

40

34

28

5

％７
７
１
９
９
８
７
６
３
３
３
３
２
２
２
０

２
１
１

％偲
羽
９
７１

☆自然観察会活動の状況

自分が主催して定期的に実施

・仲間とともに定期的に実施

・仲間の主催する観察会に参加

，職場等で意識的に機会づくり

・計画中

・全くない

％２
５
５
８
４
５

１
２
２
２

☆加入して活動している団体

，指導員連絡会302人

･WWF-J・野鳥の会1㈹

・ボーイスカウト等26

・森林インストラクター14

・ネーチャーゲーム協会13

，その他の団体1472

（複数団体所属497）

％１
４
１
１
１
６

１

５ 蕊擬
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自然観察指導員広報活動の紹介

2000年8月26.27･28日に中京大学で第40回

社会教育研究全国集会が開催されました。集

会では、18の分科会が設けられ、社会教育環

境部門の観点よりみた自然保護のあり方を

テーマに「環境学習の創造」と銘打ち、第8

分科会で、名古屋支部より鈴木晃子さんが藤

前干潟をテーマに、堀田が名古屋市名東区の

猪高緑地の自然保護活動をテーマに報告と

問題点の提起を行いました。詳細は、名古屋

支部「なんじやもんじゃ通信」9月30日発行

犀研再ヨ

堀田守（名古屋支部）

分で布目さんが報告されていますが、この度、

兵庫県環境政策課の行政サイドの方より参

加者として感じ、まとめられた報告書が社会

教育推進全国協議会（本部東京）に提出され、

2000年12月に全国集会全体の報告集として、

編集・発行されました。ここに原文のまま紹

介させていただきます。

問い合わせ詳細については、

名古屋支部堀田守まで

環境学習と環境の創造

本分科会では、午前中に大都市･名古屋に

残された希少な自然環境を保全し、住民や生

態系にとってよりよい活用方法を見出すた

め、環境調査や普及啓発活動を実践している

2つの活動団体からの報告、午後から報告さ

れたフィールドの現地観察が行われた。参加

者は、大学生、活動実践者、行政職員、環境

NPO職員、コンサル会社員、大学の先生等、

午前16名、午後14名であった。

1活動報告

まず、自然環境を守るため、世論が公共開

発事業をストップさせた画期的な事例とし

て、「藤前干潟を守る会」の鈴木晃子さんよ

り報告をいただいた。名古屋市民のゴミの最

終処分場候補であった膿前干潟が埋立てを

免れたのは、二つの大きな力による。一つは、

ラムサール登録地である谷津干潟以外全て

埋立予定地であるという日本の干潟の現状

の中､既に閉め切られた「諫早湾の二の舞に

なるな」という世論が国内外を問わず高まっ

たこと、もう一つは地元・藤前地区の住民が、

地区外の自然愛好者による｢守る会｣の活動

にふれて干潟の価値を再認識し、「地域にゴ

ミが来るとどうなるのか｣という問題意識の

もと、ゴミの学習会を自主的に実施し、その
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結果、住民投票により「反対｣の意思を明確に

したことであった。「守る会」は、干潟の①

渡り鳥の重要な餌場・中継地②陸からの汚水

の浄化場③子ども達が自分で遊びをつくり、

問いを見つけていく環境教育の場としての

役割を、科学的調査や体験イベントの開催を

通じて多くの人々に伝え、埋立をやめた後の

干潟の保全・活用方法を模索している。ゴミ

の処分場候補地を失った名古屋市は、ゴミそ

のものを減らすため、現在10数種類の分別回

収に踏み切っている。

次に、「名東自然倶楽部｣の堀田守さんより、

名古屋市東部に残る雑木林の緑地帯「猪高緑

地」をフィールドにした調査、普及啓発、提

言活動が報告された。「名東自然倶楽部｣は、

猪高緑地で自然観察会や行政へ緑地利用方

法の提言をしてきた活動団体に、公民館が講

座の開催を依頼し、講座受講生と講師となっ

た活動団体の有志により形成された自主グ

ループである。公民館での講座をきっかけに、

地元の住民が身近な自然環境に気づき、さら

に受講生が講座を開設することで、地元にお

ける猪高緑地での活動の理解者を増やして

いる。今後、さらに仲間を増やし、行政が注

目する程の組織力・情報発信力を持つことを

目指している，



2つの活動報告から、住民の合意形成が行

政のあり方を変えていく力を持つことが認

識され、「住民合意をどう作るか」について

議論が行われた。まず、活動内容として、自

然保護、公共事業反対運動にとどまらず、一

般市民に説得力をもつ科学的・客観的データ

を用意し、代替案を提示していく必要性が指

摘された。次に、用意したデータや代替案を

知ってもらい、よりコンセンサスを得られる

ように改良するため、情報発信と情報収集が

重要であること。その方法として、①インタ

ーネットを利用した国内外との交流･連携と

②地元住民との顔をつきあわせたつながり

の構築を目指す必要があること､が指摘され

た。特に、環境保全活動は、当該地域の住民

以外の人間が客観的に価値を見出して始め

ることが多いため、地元の生活上の利便性と

の利害対立を調整した上で、住民の生活課題

とのつながりにひきつけ、大切さや危機感を

五感で実感できるような話し合いや交流を

設定していくことが提案された。

2現地視察

午前中の報告を参加者が五感で実感する

ため、午後から猪高緑地に出かけた。この緑

地では、名古屋市の「エコパーク構想」のも

と、バリアフリーの散策路等を設置した公園

整備が進められている。ヒルムシロ等、貴重

な湿地植物があるにもかかわらず工事によ

り水の通り道が絶たれた溜池。車椅子が通れ

るよう作られた道は木で雨の時すべりやす

く、しかも道の途中に階段が設定されていた。

景観受けするために外からショウブやアジ

サイが持ち込まれて植えられ、在来種を圧迫

していた。また、絶滅危倶種に指定されてい

るトウキョウサンショウウオの生息地近く

に、産卵時期に管理道路が建設されたことに

より、卵をもった23匹ものメスが死んでし

まった話を午前中きいた上で、彼らの死体の

見つかった道路近くの側溝を見、工法や工事

時期が配慮されなかったことを改めて惜し

んだ。一方、整備区域と離れた所では、土道

や土手を持つ池が残されていた。目下の課題

は、雑木林が放置され、竹が森を侵食してい

ること、良好な水質を誇るジュンサイの宝庫、

塚の杁池に外来動植物が進入していること

である。そのため、竹の伐採作業を実施して

いるが、ただ切るだけでは面白くないので、

切った竹で枠を作り、落ち葉を入れてカブト
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虫の住みか作りをするなど、住民が楽しく作

業できる仕掛けを工夫している。七色に光る

玉虫や、カワセミのホバリングを見るという

うれしいハプニングもあった。自然の士道の

優しさを感じながら、生態系豊かな緑地で

｢公園整備｣という名の自然破壊工事が実施

されている事実と、その環境影響を少しでも

軽減し、地域の歴史をふまえた活用方法を提

言しようとする「名東自然倶楽部」の思いを

参加者が分かち合えた現地視察だった。

3総合討論

視察の後、引き続き、住民合意の形成をテ

ーマに、環境保護・創造活動の課題と今後の

方向性、さらに「地域の環境をどうしていく

か」について主体的な意志を表明できる住民

をどう育てていくかについて討議がなされ

た。

まず、藤前干潟の埋立が中止された後、長

野県へ最終処分場の打診があるという現実

から、自然保護の先を考えた活動の進め方が

問われた。藤前の埋立問題は名古屋市民のゴ

ミの出し方の問題であること、従って住民の

ゴミ意識を問い直す視点と活動の実践が求

められ、これは日本全国共通の課題であるこ

とが確認された。また、時代の流れを見なが

ら運動を展開していく必要と、似た活動を実

践している団体と互いに情報交換し、計画作

成や合意形成の手法に関する学習も含めた、

地域を越えた交流による学習を実施する必

要が指摘された。

活動を継続するための資金の調達やNPO法

人化についても議論があったが、法人格をと

るとらないにかかわらず、数ある団体の中で

住民の賛同を得、行政に信用されるためにき

ちっとした組織化と情報の透明性が必要で

あることが確認された。

環境活動団体自身が学ぶこと、地元住民の

学びを引き出すこと、そして地元の公民館・

社会教育施設がフェイス・トゥ・フェイスの

学びの機会を提供すること、さらに行政の各

部門が情報を公開し、生活課題を提示するこ

とで住民が考え、判断する機会を提供するこ

とが求められる。美しい、楽しい、失いたく

ないという自然体験・ふるさと体験を多くの

若い世代に伝えたい、そのために大人が活動

を通じて自分の背中を見せることの大切さ

を確認して、本分科会は終了した。



｢ふるさと自然観察会2001」について

協議会自然観察会担当鬼頭弘

05613-8-2792E-mailhkitou@ccnet.ne.jp

1「ふるさと自然観察会2001」のねらい

・参加者が地域の自然環境に親しみ、その

実態を理解し、自然を大切に思う心を持っ

ていただけるような観察会を目標にします。

．それに伴い、観察会は地域の住民に呼び

かけ、毎日接している地域の自然環境を考

えてもらう内容（人の行為のあり方、そこ

に棲む動植物のあり方なども対象）になる

ようご配慮ください。

2実施期間と方法等について

（1）実施期間

環境月間（6月）に合わせて行います。

（5月下旬実施も可）

(2)方法

「ふるさと自然観察会2001」は、愛

知県のどこかでいくつもの観察会が行われ、

自然環境について考える人の姿が見られる

ことをめざしています。

＜実施形態は以下のような2通りを考え

ています＞

◎個人参加については後述します。

①支部で特設の観察会を近隣の地域へ

PRして行うもの。

･里山環境、水辺の環境、身近な公園の環

境など場所やサブテーマを変えていくつ

も行うことができれば理想的だと思いま

す。

②定例の観察会で、今回の趣旨をふま

えて近隣の地域へPRして行うもの。

・定例の場所でサブテーマの調整をしていた

だくとよいと思います。

☆なお、愛知県や愛知県教育委員会、中日

新聞社などの後援を予定していますので、

一回の観察会について指導員は3名以上

となるようにご配慮ください。

なお、リーダーをやった経験がない方もど

こか一カ所に参加し、観察会を盛りたててい

ただくことを期待しています。

！◎会員個人（グループ）で参加者を一｜

｜般公募せず、身近な地域の自然環境の｜

｜状況を観察するもの
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(3)観察会後の評価用紙を支部からお知らせ

があった開催箇所の分をお送りします。

会員個人（グループ）の結果も情報として加

えたいと思います。どこで誰と「ふるさと自

然観察会2001」に参加するか支部の担当

者の方に申し出てください。

3各支部で取り組む場所・日時と個人で取

り組む場所・日時等は3月1日までにお知ら

せいただくことになっています。この協議会

ニュースで初めて知った場合は直接、担当者

（鬼頭）までお知らせくださってもけつこう

です。

☆評価用紙の必要枚数とアンケート用紙

のひな型は各観察会の責任者の方へ3月2

日以降にお送りします。アンケート用紙は各

支部、観察会で増し刷りをお願いします。

4広報

①観察会の場所や時間を網羅したチラシを

4月上旬までに係の方で作成し各支部にお

送りします。公共の建物（図書館、公民館な

ど）に置いてもらえるよう働きかけてくださ

い。

それまでに必要枚数をお尋ねします。

・愛知県と愛知県教育委員会、中日新聞社の

後援は､支部主催や定例の観察会で行う「ふ

るさと自然観察会2001」についてです。

・該当の市町村や市町村の教育委員会などの

後援が必要で有れば各支部や観察会で申請

してください。

②地域へ密着した観察会にするため、新聞掲

載や会場周辺の地域へ宣伝活動を考えてく

ださい。

・各地域用のチラシを作られる場合、こちら

から送ったチラシの裏に印刷していただく

とよいと思います。

③「ふるさと自然観察会」の新聞等への掲載、

取材は広報の担当（青木さん）へ依頼しま

す。

5結果の集約について

お送りする「観察会後の評価用紙」「アン

ケート」用紙を支部で一括して、7月上旬に

鬼頭までお送りください。



テーマ

自然にときめき

主催；愛知県自然観察指導員連絡協議会・各支部

｜｜月日|曜’ 市町村集合～解散曜 サブテーマ月日

名古屋市名東区住宅地に残されたオアシス5月26日 土 9:30～12:001

県内で一番自然が残っている山里を訪ねて 富山村日
日
３
３
月
月
６
６

日2 10:00～15:()0

東海市養父町横須賀新川の生き物を見よう3 日 9:00～12:00

半田市大湯のアザミの花観察とウグイスの声を聞こう6月3R4 日 9:30～12:00

尾張旭市楽しもう1初夏の生き物との出会い日
日
３
３
月
月
６
６

5 日 9:00～12:00

名古屋市守山区水生昆虫6 日 9:00～12:00

瀬戸市里の風景・自然6月9日 士7 9:00～12:00

里山を楽しむ 名古屋市名東区6月9日 士8 9:30～12:00

豊橋市市電で巡る都市公園の自然観察日
日
０
０
１
１
月
月
６
６０

９
１

日 13:00～16:30

水生昆虫を探そう 額田郡額田町日 9:00～12:00

石川にいる生き物たちを見よう 武豊町6月10日11 日 9:30～12:00

名古屋市名東区クモを探そう日
日
０
０
１
１
月
月
６
６

日12 9:30～12:00

名古屋市緑区木々の花々日13 9:30～12:00

愛知用水とため池の近くの生き物を観察しよう 常滑市6月17日14 日 1():00～12:00

一宮市河原で遊ぼ6月17日15 日 10:00～14:00

日進市東部丘陵の自然探検 日進市日
日
７
７
１
１
月
月
６
６

日16 9:30～12:00

身近にある大自然を発見しませんか 名古屋市守山区17 日 9:00～12:00

名古屋市千種区カエル探偵団6月17日18 日 9:30～12:0(）
一一一

半田市日
日
３
３
２
２
月
月
６
６

士 ナイトハイクして樹木とホタルを見よう

水の中の生き物探し

９
０
１
２

19：30～21:00
I

犬山市士 9:30～12:00

筬生山王川の魚たちはどんな生活をしているかな 美浜町6月24日21 日 9:30～12:00

豊田市6月24日 川岸や里山の植物22 日 9:30～12:00

春日井市日
日
４
４
２
２
月
月
６
６

初夏の湿地の生き物日23 9:30～12:00

池の猛者ザリガニ 名古屋市天白区24 日 9:30～12:00

古い神社の森｡灯火にどんな虫たちが集まるかな 大府市6月30日 士25 19:00～21:00

灯火に集まる虫たちの観察とホタル 瀬戸市6月30日 士26 19:30～21:()0
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1毒議会のう軍港袴会、二出ﾉ常1－－－で

自然観察指導員の制度ができてすぐのこ

と、私は独自の発想で自然観察会を開いてい

た。指導員の講習会には当初から参加したか

ったのだけれど、3日間の休暇を取るのは容

易ではなかった。それが職場に厚生休暇の制

度ができ、時折一日休むことができた。連休

と合わせて厚生休暇を取れば3日間という日

時が取れるという年が生まれた。その日に指

導員講習会が重なって開かれた年があった。

私は、即、受講することにした。それが何年

度の講習会であったか覚えていない。車の免

許を取り、新車を買い、わずか一週間か二週

間足らずのことであった。初めての遠出が鳳

来町の愛知県民の森であったわけである。

その頃から年間30回ほどの自然観察会や講

座を運営して今日にいたっているのだから、

よくもまあ続いているといえば続いている。

だがそのスタンスは3年から5年の間で様変

わりをしている。そこには何らかの必然性が

あると考えている。私の場合はある一定の期

間、同じ人々と自然観察を続けるということ

が多い。当然そこには認識の飛躍なり、感性

の高まりなどが参加者のなかに生まれてくる

わけである。それが結果として、ねらいやス

タンスの変貌をもたらせて行くと思うのであ

る。だから支部主催の観察会や協議会主催の

観察会にはあまり参加してこなかった。

年間30回から時に50回を越える活動をして

いれば当然のこと、それ以上に自然観察会に

関する時間を取るのは不可能なことになる。

同時に私は自分の仕事にどっぷりつかり、そ

こに深く打ち込んでいることに何のためらい

も感ぜずにこれまでやってきた。その仕事は

今日にいたってますます佳境に入ってきたよ

うな気がしてならない。であればなおのこ

と、ほか事の出来る余地などないのである。

相地満（知多支部）

しかし、指導員としての自覚はしっかりもっ

ていたつもりである。自然観察会の運営を通

して私は生きるという自分の倫理や行動の規

範を作ってきたつもりである。

協議会に入って以来、私は、一度も総会に

欠席したことがない。ちょうど総会の頃は、

職場で親睦と慰労を兼ねて小旅行をよくす

る。私はそういうことを大切に考えているの

で、いつも参加してきた。そこで休日の午後

に開かれる総会に間に合わせるため、朝同僚

と別れて、下呂から2回、渥美から1回、榊

原温泉から1回、鳥羽から1回、湯の山温泉

から1回駆けつけている。それていて総会で

何か発言したことは一度もない。総会に出る

こと、会費を払うこと、機関誌を読むことの

三つは会員としての最低の義務だと考えてい

る。その気がなくなればやめればよいのであ

る。ただ会費については数回入金方法の行き

違いか何かで滞納したしたことがあるかもし

れない。振替の入金は苦手なので、総会で毎

年払うようにしていた。日ごろ協議会や支部

の活動にあまり参加できないので、なるべく

機関誌に記事を書くように心がけている。原

稿が集まらないということをしばしば聞いて

いたからである。協議会ニュースの原稿の量

でいえばかなり多いはずである。これなら夜

書けばよいわけたから幾らでも協議会を支え

る活動として参加できる。だが、理事会で話

し合われた事柄の報告などに、協議会ニュー

スをもっと見て楽しめるものにすべきだとか

。活字が多すぎるとか、案内や連絡を中心に
ローユー、一一一一一W＝ユーロ

したものにすべきと言ったこと

がらが書かれるたびにに、何だ

か嫌気がさして原稿を送るのを

止めてしまった。「風の丘か

ら」は、その後も三本分原稿が

諭
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たまっているのだが、送るのをやめている。

その間にあの恵みに満ちた広大な丘陵地はな

くなってしまった。理事会では協議会ニュー

スが定期的に出ないことが話題になっている

らしい。もっともなことである。しかし、こ

の手の機関誌が出ないのは、原稿が集まらな

いからである。私は編集をされている方と直

接話したことがないから分からないのだがそ

うに決まっていると思う。もっとビジュアル

な見て楽しめるものにすべきだというのなら

、そういう記事を書かれたらよいのである。

活字が多すぎるというのなら、そういう紙面

を作って送ればよいのである。案内や連絡を

中心にしたいといわれるのならば、それに類

するものを送ればよいのではないか。協議

会、あるいは編集部の方針が定まっていない

からそういうこともできないというなら、そ

れはあまりにも幼稚で無責任な論理の刷り替

えに他ならない。もちろん意識してそう考え

てみえる方はいないと思うのだが、結果はそ

うなっているのではないか。

私は、協議会というのは言葉どおりの連絡

・協議の会であり、行政的な力をもつ、ある

いは中央集権的な力を持つ会ではないと思っ

ている。お互いの活動がやりやすいように自

らが連絡をとり、情報交換をし、学び合い、

協力できる事柄は出来る範囲で協力し、助け

合うことのできる、そういった会でよいと思

う。会員数が多くなればなるほど、そういう

会が必要になってくるのだろうと思う。どこ

までいっても自分の意志で参加している会な

のである。もちろんその主体性は、会員とし

ての三つの義務を怠らぬようにすることで確

立されていく。支部の活動がうまくいってい

るので、協議会の方はどうなってもよいとい

う考え方がもし有るとすれば、それは恥ずべ

き考え方である。協議会による講習を受けて

成立した指導員の尊厳を蔑視する、あるいは

無視するものの考え方であるといわざるを得

ない。

協議会は、そういう会であると思うので、
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総会などもあまり民主主義的な手続きを必要

としなくでもよいのではないかと思ってい

る。事実、協議会の規約がどうなっているの

か、あるいはどうなっていくのかということ

に興味をもっている人は、ほとんどないので

はないか。総会に行けばみんながいて何か学

べる。現金出てきてこれからの活動のイメー

ジが豊かになる。そういった会であって欲し

いと思っている。もし、民主集中制を重んじ

るのなら会長や副会長、理事などは選挙で選

ばれ、承認されるべきである。小学校の学級

会ですらそうしているのだから。会員数の多

い全国的な学会などがやっているように、、

被選挙人を立て、はがき等で投票してもらえ

ばよい。回収率がすぐなくてもそういう場（

権利）が保護されていることが必要なのでは

ないだろうか。それを組織部がやればよいと

思う。

今度の総会では、意見の中で、支部の統廃

合の問題も出ているということであった。な

るほどとも思うが、まずはみんながどう協議

会を支えていこうとしているのか、お互いの

考え方をもつことが必要なのではないかと思

う。そこで大変な雑文になってしまったが、

感想として述べさせていただく。特に読み直

すということをしないので悪しからずお願い

したい。そういった気楽さも認めていただき

たい。お互いにみな仕事をもち、逼迫した生

活をしているのたから。そういった中でも何

を大切にして生きていくか、それを模索しよ

うとしてみな指導員になったのではないのだ

ろうか。その指導員を生み出し、育んできた

協議会をみんなの力で大切にしていくのは、

総会に参加した私たちの責務であると思う。

（2㈹1.5.5）

〃
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［行事結果］

★理事会

〔期日〕平成12年10月8日（日）

〔場所〕名古屋市教育館（出席13名）

1平成12年度事業の状況

（主な意見）

・機関誌が遅れているので、定期発行に努め

て欲しい。

。国等の調査に協力するだけでなく、協議会

としてもいろいろなデータをまとめていく

必要がある。

2協議会20周年記念事業

（主な意見）

・支部単位の活動が主で、協議会の認識が薄

い。メールを使っても返事が少ない。

。協議会の活動よりも、他の活動が優先され

るようだ。協議会が個人の活動とうまく連

携していくことはできないか。

。会員が自分のできる範囲で協議会に協力し

ていくような雰囲気づくりも課題である。

3協議会の運営について

（主な意見）

・協議会でホームページを持つことを早期に

実施して欲しい。Eメールも活用したい。

。組織検討委員会では、支部の区域の問題、

会規約の検討が課題となっている。

。会員から、協議会の動きが分からないとの

意見がある。

。機関誌でも知らせているが、十分ではない

ようだ。機関誌以外にも何か考えるように

したい。

。本部と支部の機能分担の必要もある。

。指導員活動に積極的になれない者もある。

一般の会員と観察指導者を区分するような

ことも検討すべきか。

。年間行事は、前年の秋くらいにまとめて欲

しい°

。会員名簿が行政などに流出しているが、何

らかの対応が必要か。

。名簿がやたらに流出するのは問題だが、指

導員を多くの人に知ってもらうことも必要

であり、取扱注意が良いとも限らない。

。公開用と内部用に分ける必要があるかもし

れない。

★理事会

〔期日〕平成13年2月25日（日）

〔場所〕名古屋市教育館（出席13名）

1平成12年度事業の状況

資料により事務局から説明。また、各支部

の状況についてそれぞれ説明される。今年の

ll月11日に東三河支部が20周年記念大会を計

画している。また、名古屋・尾張支部も来年

度に20周年事業を行う方向で検討している。

2平成13年度事業計画及び予算

（主な意見）

・会費の納入がよくないので何らかの対応を

図る必要がある。

。会の行事などに参加する会員が少ないが、

講習会の際に無理に加入を薦めているので

はないか。

。繰越金の減少から見て、会の経費は苦しく

なるのではないか。

。事業計画が役員及び各支部に十分説明され

ていない。早く計画する必要がある。

3協議会規約の変更

事務局から概要を説明したが、協議会の運

営方向が、組織検討委員会で十分検討されて

いないため、今回は改正を見送る。なお、事

務局から、長年事務局を担当して独断的な面

も出ており、新しい風を入れるためにも、事

務局員を替える時期であるとの発言がある。
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★経会

〔期日〕平成13年4月30日（月）

〔場所〕勤労会館（昭和区）（出席21名）

〔議案〕

①平成12年度事業報告について

②平成12年度収支決算について

③平成13年度事業計画について

④平成13年度収支予算について

各議案とも原案どおり承認されました。全

体を通して出た意見等は次のようでした。

。定例観察会などの実施状況をまとめて報告

して欲しい。（機関誌に出す）

・事務局や各事業の担当者等は、電話代など

経費を使っているので、多少なりともみる

必要がある。（検討する）

・会費の未納者が多いが、一定期日を過ぎた

ら退会となるようにしてはどうか。

＊会費の納入期限を5月末位とし、未納者の

扱いは年度末に調整するような方向で検討

する

。総会等の出席者が少ないので十分な検討と

いえない。人を集める工夫をすへき・

。機関誌は2～3ページでもよいからを定期

発行すべき。

。集まった原稿で、毎月出すべきでないか。

。誰がいつ何をするかが明確でなく、責任

がはっきりしないのが一番の問題である。

。会の組織や動きが会員にわかりにくい。

。各事業の進行状況を常に会員に知らせてい

くことが必要で、メールなども活用すると

いい。

。支部は、その大きさにこだわらず、集まり

やすい範囲で決めればよい。

。会の規則はあまり細かく決めない方が動き

やすい。

＊組織の検討は、次の機関誌で報告し、その

後組織検討の拡大委員会などで話し合いの

機会をもち、年内位に結論を得るように進

める。

＊当面の事業は、現在決まっている担当で行

う。
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［自然観察地マップの作成］

協議会では、各地の自然観察実施場所の

「自然観察地マップ」の作成を計画していま

す。これは、前にも東山公園など数カ所で作

成しましたが、今回は県内のなるべく多くの

場所で作成できないかと考えています。定例

観察会の実施場所及び支部等で観察会を実施

してきた場所を対象としていただければ幸い

です。個人的なフィールドでも構いません。

作成のねらいは、その場所の自然の紹介

と現在の状況をおさえて将来と比較できるよ

うにしたいという2つを考えいますが、両方

を兼ねるのは難しいかもしれませ。地域図に

自然の状況等を書き込んだ形を基本と考えま

すが、具体的な内容は、作成する人にお任せ

します。

用紙は出来るだけB4二つ折りで両面に記

入してください。原則として1枚としますが

、2枚以上となってもかまいません。できた

ものは各会員にもお配りしたいと思っていま

す。来年の1月末までに下記または事務局へ

お送りください。よろしく御協力をお願いし

ます。

（送付先）

ﾃ47,11“豊明市栄町大根1－312

山田千宏宛

［図書紹介］

☆「自然かんさつからはじまる自然保護」

発行：日本自然保護協会

価格：1,680円（会員1割引、送料6”円）

（指導員講習会のテキストとして使用）

☆「いつでもどこでも自然観察」

著者：植原彰（山梨県連絡会）

発行：地人書館定価:1,600円(柵）

（公園・街中の川で自然観察、サンダル

はいて自然観察、夜遊び自然観察、海

水浴・スキー・旅先・海外で自然観察）



行事案内

★知多支部の行事（他の支部の方も参加してください）

、「夜間採集（ライトトラップ）等」7/28～29（土日）場所：岐阜大演習林

主は、昆虫の夜間採集ですが、ブナ帯の植物観察やベイトトラップなども行う予定で

す。野宿することを考えています。申込は、1週間前までに、降幡(056分43-8060)へ

（集合は、東海市大池公園テニスコート横駐車場8:㈹自家用車乗合せ）

。「奥三河地域見学会」11/10(土）場所：奥三河地域（鳳来町等）

奥三河の自然を尋ねて回る予定です。詳細は、今後計画していきます。問合・申込は

降幡(0569-43-8060)まで

（集合は、東海市大池公園テニスコート横駐車場7:30自家用車乗合せ）

★東三河支部20周年記念大会（他の支部の方の参加を歓迎します）

・期H:11/11(日）午後場所：豊橋市職員会館

内容：講演会「自然とドラマ(予定)」伊予田静弘氏、シンポジウム（5つのテーマ）

懇親会。間合・申込は、問瀬(0532-45-1335)まで（各支部幹事でも可）

今編集後記令

昨年の10月に協議会の20周年大会を行った

ように、協議会も一つの区切りの時を迎えて

いるようです。昭和56年に50名程で始まった

時は、自然観察会という言葉も一般には知ら

れていなかった頃で、協議会の事業は自然観

察・研修・調査を3本柱として進めることと

し、20年間にそれなりの成果をあげてきまし

た。今では、会員が450人の大きな会となる

とともに、会員の資質も高まり、それぞれが

多くの分野で活動している時代となりまし

た。2月の全国大会に出席して感じたこと

も、指導員の活動が地元と結び付いて多様に

なっていることでした。

こうした状況から、現在組織検討委員会で

協議会の今後のあり方が検討が成されていま

す。多くの社会的な要請がある中で、時代の

流れに対応した新しい役割を果たすことが求

められていると思います。この機関誌の1ペ

ージにあるように、皆様の意見を聞く場も設

けますので、ご参加を期待しています。
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今まで長く機関誌の編集を担当とていただ

いた近藤盛英さんが、そろそろ次の人にバト

ンタッチしたいとのことです。（今までのご

努力に感謝します。）また、事務局の仕事も

同様に、いつも同じ発想でなく、時代に対応

した活動が必要で、やはり他の方に引き継ぐ

べきと考えています。協議会は、その活動に

参画する人を求めています。手を挙げて下さ

る方を待っています。

（佐藤国彦）

愛知県自然観察指導員連絡協議会機関誌N0.79

事務局T470-0114日進市南ケ丘2-18-11佐藤国彦


